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今回は、日本物理学会 2009 年秋季大会 13pSH-3 の続編として、そこで

提示された方程式の求解作業の近況を、報告する。前回よりも前進した

のは次の二点だ。

(1) 解が第 1 番目のフーリエ係数のみの関数である場合に限定せず、解

が第 n 番目のフーリエ係数のみの関数である場合について調べた。

(2) 解をべき級数で表現せずフーリエ積分で表した。

具体的には次の形の解が求まった。

ただし、f は hr2／(2nπαm)が整数に成る様な r の値に対してのみ非ゼ

ロに成る様な実変数複素値関数で、an[χ]は第 n 番目のフーリエ余弦係

数、bn[χ]は第 n 番目のフーリエ正弦係数だ。


